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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

(注) 当第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期の数値及びこれに係る対前年同四半期増減率については記載し
ておりません。 

(2) 連結財政状態 

(注) 当第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前期の数値については記載しておりません。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 314 ― △38 ― △31 ― △35 ―

21年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △4,219.17 ―

21年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 1,274 1,042 81.9 125,179.65
21年3月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  1,042百万円 21年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 2,500.00 2,500.00

22年3月期 ― ―

22年3月期 
（予想）

― 2,500.00 2,500.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
(注) 連結業績予想につきましては、当第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、対前期の増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,211 ― 30 ― 50 ― 24 ― 2,872.53
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1. 当連結会計年度より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第1
8号)を適用しております。 
2. 当社は、当第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前期、前年同四半期の数値及びこれに係る対前年同四半期増減率につい
ては記載しておりません。 
3. 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業
績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 8,900株 21年3月期  8,900株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  568株 21年3月期  501株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 8,375株 21年3月期第2四半期 8,600株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、昨年度から続く経済危機により減速していた国内
景気も、在庫調整の一巡や経済対策等により、一部に回復の兆しが見えてまいりました。しかしながら、
未だに先行きの不透明感が拭えず、依然として厳しい状況が続いております。 
このような状況の中、当社グループでは、システム構築案件の確実な実施、商品の拡販、ＢＰＯサービ

スの新規顧客獲得、商工会議所向けサービスのシェア拡大等に努めてまいりました。 
 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は314,216千円となりました。利益面につきまして
は、営業損失は38,419千円、経常損失は31,663千円となりました。四半期純損失については、35,335千円
となりました。 
  
(注) 当社は、当第２四半期連結会計期間より連結決算を開始いたしました。従いまして、当第２四半期連結累計期

間は連結初年度にあたるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度の記載は行っておりません。 

  

(資産) 

流動資産は990,520千円、固定資産は283,676千円となりました。この結果、総資産は、1,274,196千円
となりました。 

(負債) 

流動負債は94,477千円、固定負債は136,721千円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は1,042,996千円となりました。 

(キャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローについては、営業活動により43,160千円増加し、投資
活動により192,850千円増加し、財務活動により26,647千円減少し、その結果、当第２四半期連結累計期
間末残高は394,665千円となりました。 
 当第２四半期連結累計期間中の各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は43,160千円となりました。収入の
主な要因は、売上債権の減少額75,514千円等であり、支出の主な要因は、税引前四半期連結純損失36,669
千円、仕入債務の減少額28,013千円等によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において、投資活動の結果回収した資金は192,850千円となりました。この
主な要因は、有価証券の償還による収入100,000千円、投資有価証券の償還による収入200,000千円等によ
る収入と、投資有価証券の取得による支出95,398千円等による支出によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において、財務活動の結果使用した資金は26,647千円となりました。この主
な要因は、配当金の支払による支出19,057千円及び自己株式取得による支出7,057千円等であります。 
  
(注) 当社は、当第２四半期連結会計期間より連結決算を開始いたしました。従いまして、当第２四半期連結累計期

間は連結初年度にあたるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度の記載は行っておりません。 

  

通期の連結業績予想につきましては、業績の変動は現時点では想定されていないことから、平成21年10
月23日発表の通期の連結業績予想に変更はありません。 
 今後、何らかの変化がある場合には、適切に開示してまいります。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

1.一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認
められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

2.たな卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地
棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額
を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

3.固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按
分する方法によっております。 
 なお、定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して
算定する方法によっております。 

4.経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

5.法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する
方法によっております。 

  

1. 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」
(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

2. 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準によっておりましたが、当連結会
計年度より「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号・平成19年12月27日)及び「工事契約
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号・平成19年12月27日)を適用し、当第２
四半期連結累計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ
いては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
 これにより、売上高は26,800千円増加し、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失は、それぞ
れ10,169千円減少しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 797,235

受取手形及び売掛金 149,559

商品 3,419

仕掛品 1,285

貯蔵品 178

繰延税金資産 17,659

その他 43,687

貸倒引当金 △22,504

流動資産合計 990,520

固定資産  

有形固定資産 32,046

無形固定資産 30,123

投資その他の資産  

投資有価証券 162,623

敷金及び保証金 50,474

その他 8,408

貸倒引当金 △0

投資その他の資産合計 221,505

固定資産合計 283,676

資産合計 1,274,196

負債の部  

流動負債  

買掛金 10,909

未払金 5,135

未払法人税等 2,304

前受金 20,395

賞与引当金 32,000

その他 23,732

流動負債合計 94,477

固定負債  

退職給付引当金 102,164

負ののれん 34,557

固定負債合計 136,721

負債合計 231,199
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 467,050

資本剰余金 510,270

利益剰余金 168,767

自己株式 △95,771

株主資本合計 1,050,316

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 △7,319

評価・換算差額等合計 △7,319

純資産合計 1,042,996

負債純資産合計 1,274,196
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(2)【四半期連結損益計算書】 
 【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 314,216

売上原価 194,903

売上総利益 119,313

販売費及び一般管理費 157,733

営業損失（△） △38,419

営業外収益  

受取利息 4,319

受取配当金 1,340

受取手数料 300

負ののれん償却額 3,141

その他 57

営業外収益合計 9,158

営業外費用  

自己株式取得費用 21

為替差損 2,380

その他 0

営業外費用合計 2,402

経常損失（△） △31,663

特別利益  

貸倒引当金戻入額 116

特別利益合計 116

特別損失  

前期損益修正損 5,122

特別損失合計 5,122

税金等調整前四半期純損失（△） △36,669

法人税、住民税及び事業税 636

過年度法人税等戻入額 △1,970

法人税等合計 △1,333

四半期純損失（△） △35,335

イメージ情報開発㈱(3803)平成22年３月期第２四半期決算短信

－7－



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △36,669

減価償却費 7,000

負ののれん償却額 △3,141

のれん償却額 736

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,768

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,228

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,382

受取利息及び受取配当金 △5,659

前期損益修正損益（△は益） 5,122

売上債権の増減額（△は増加） 75,514

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,488

仕入債務の増減額（△は減少） △28,013

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,579

その他の流動資産の増減額（△は増加） △4,712

その他の流動負債の増減額（△は減少） 15,597

その他 0

小計 43,062

利息及び配当金の受取額 5,659

法人税等の支払額 △5,561

営業活動によるキャッシュ・フロー 43,160

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △324

有形固定資産の取得による支出 △1,560

無形固定資産の取得による支出 △12,413

有価証券の償還による収入 100,000

投資有価証券の取得による支出 △95,398

投資有価証券の償還による収入 200,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

2,266

貸付金の回収による収入 292

その他 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー 192,850

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △7,057

リース債務の返済による支出 △532

配当金の支払額 △19,057

財務活動によるキャッシュ・フロー △26,647

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 209,363

現金及び現金同等物の期首残高 185,302

現金及び現金同等物の四半期末残高 394,665
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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